
2022年度
ユニークプロジェクト　
秋募集

東海大学スチューデントアチーブメントセンター（SAC)



CONCEPT




「おもしろい」「ユニーク」「社会を変えたい」




自由なアイデアを

東海大学生は持っている



新たな経験に挑戦する学生を

SACは応援します





社会に出る前に

今しか出来ない経験に挑戦しよう

フツウじゃない挑戦
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自由な発想で考える”ユニークなアイデア”
を大学が応援。何かに挑戦したくても、諦め
ていた学生に”挑戦”できる機会を提供。




”やってみたい”に挑戦できる

他団体へ所属している学生もエントリー可能。
※他の補助金ルール側が併用OKの場合に限る。

部活動・研究室でもOK

所属キャンパスに限らず、全国5キャンパス
が活動拠点。
※活動時は各校舎ルールに則る

全国5キャンパスが活動拠点

秋募集の特徴

どちらかの項目を満たしている企画が
エントリー可能。

ユニークな挑戦 OR 社会貢献活動
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FEATURE



SACからの支援内容

プロジェクト支援金
実行に必要な支援金を提供

活動拠点
全国5キャンパスを活動拠点にできる

広報
活動の広報をバックアップ
本学HP・SNSへの掲載
その他メディアへの広報

スタッフ
SAC教職員・各校舎担当者が
活動運営をバックアップ 04

SUPPORT



各校舎指定銀行で口座を開設
支援金が振り込まれます

プロジェクト口座開設

消耗品購入・電車賃・入場料・印刷費用・保
険代金・施設借用費用・レンタカー代金・エ
ントリー費・電子機器購入　等

使用許可例

金券・飲食費・景品　等

使用不可例

プロジェクト支援金

プロジェクト版おこづかい帳！
領収書をノートに貼って、
エクセルの表に記録！

会計ノート管理
①支援金マニュアルに沿って運用
②決算報告の実施

ルール

※プロジェクト解散時に購入物品が残っている場合は返却すること
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FUNDING



活動地点
5キャンパス
7校舎
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ACTIVITY POINT



広報支援

活動の様子の記事をUPします。

東海大学公式HPへのUP

活動の様子をUP・プロジェクトアカウ
ントの投稿をシェア！

SNS（SACアカウント)へのUP

提携PR会社へプロジェクトの活動取材の依頼を行います。
各社で取り上げられる可能性あり！

メディアへの広報支援
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PUBLIC RELATIONS



支援金額

1プロジェクト
5万円～50万円

他の補助金との併用OK
※支援金はあくまでも企画に対する予算

人数制限

1名からＯＫ

採択期間



2022年10月1日～3月31日



期間内であれば、短期企画もＯＫ

活動目的



挑戦を通じて
成長のチャンスを自ら掴む

応募資格

本学に在籍する学生（全校舎）

※教員が協力した企画でもＯＫだ
が、学生主体のプロジェクトである
こと

その他

概　要

提出した計画書の内容から
著しく変更されないこと



採択後の遵守事項を守ること

※その他詳細については募集要項を確認すること。 08

OUTLINE



応募要件の確認







4つの応募要件に該当
しているかチェック！

STEP１

募集説明会へ参加
①7月23日13：30～14：30
②7月29日17：30～18：30




2回のうちのどちらかに
必ず参加すること！

STEP２

一次審査
（書類）

7月23日～8月10日16：00まで





所定の様式をこの期間に
提出！

STEP３

二次審査
（プレゼンテーション）

9月5日・6日
　



審査員にプロジェクトの
思いをぶつける！！

STEP４

採択説明会



9月28日



見事採択されたプ
ロジェクトは採択
説明会に参加！

STEP５

応募から審査まで
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応募要件

① 募集説明会に出席していること

②  学生による自主的な企画・活動であること

④ 海外渡航を伴わない活動であること

⑤ 活動対象期間に完了する企画であること

以下の4つの要件を満たしていること！
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RECRUITMENT REQUIREMENTS



枠にハマらないユニークなチャレンジ

対象となる活動

01

【区分】
最も身近な社会であるキャンパスを対象とした活動を含む。
SDGsの目指す持続可能な開発目標の17の項目より選択する
こと。※複数選択可
17の項目に当てはまらない場合は「その他」を選択するこ
と。

社会（公共）問題の発見や解決
に寄与する活動

02

応募の際にテーマと区分をそれぞれ選択し、そのテーマ(区分）の趣旨に沿った活動にて応募ください。



募集テーマ・区分

11



プロジェクト計画書の作成

プロジェクトアピール資料の作成(A4・1枚、PDFにて提出）

1.

2.

  ★作成方法の規制なし！自由に作成ください！

一次審査（書類）

審査時間：約15分（プレゼンテーション 5分/ヒアリング 約10分）　

審査方法：対面　　　（湘南・伊勢原・高輪・渋谷　校舎所属学生）

　　　　　オンライン（清水・札幌・熊本　校舎所属学生）

※二次審査詳細は一次審査通過プロジェクトへ通知します。

※審査日程はSACより指定させていただきます。

二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング）

 提出先：project-kakari@tsc.u-tokai.ac.jp
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審査のポイント

【注意事項】
審査結果に関する問い合わせには
一切応じません。

①他に例のないユニークな発想
②枠にはまらない挑戦

計画の具体性・実現性

①社会やキャンパスの課題を発見・解決する
②より良い社会・キャンパスをつくる
③社会・キャンパスに新しい何かを提案する活動

実現性のある資源（ヒト・モノ）の運用が計画
されているか

01

02

01-03の審査項目以外に、審査員へアピールし
たいポイント

その他の魅力・
アピールポイント

04

企画内容のユニークさ

予算の具体性・実現性
03

実現性のある予算運用の計画がされているか
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社会（公共）問題への参画
テーマ１ テーマ２



（１）運営マニュアルの規則に則り活動すること。

（２）各種提出物については、SACが指定した期日までに提出すること。

（３）活動の結果・成果等は、発生した段階で速やかに各校舎担当窓口へ報告すること。　

（４）やむを得ず活動の変更・中止を希望する場合には、事前に各校舎担当へ相談すること。

（５）SACが主催する報告会等に参加すること。

（６）活動における移動手段は、原則として公共交通機関とすること。

（７）返金額が発生した場合、SACの指示に沿って期日までに返金作業を実施すること。

　　　返金作業等が行われない場合、保証人へ連絡し、懲戒処分の対象となる場合がある。

（８）学則違反や社会的モラルから大きく逸脱する行為を行った場合には、プロジェクトへの

　　　参加停止・除名または懲戒処分の対象となる場合がある。

採択後の遵守事項
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決算報告

決算報告書の提出

支援金を使用したら随時日付順に
収支内訳表（Excel）に記入する。

01 会計ノートの提出02

 詳細については「支援金執行マニュアル」参照すること。
大学への払い戻しを含め、下記期限までに決算報告を完了させること。



決算報告書提期限：3月4日（土）16時まで【厳守】

提出先：校舎担当窓口

支援金払い戻し

支援金に残額が発生した際に、残額
を大学へ振り込む。その際に発行さ
れる振込明細書をSACへ提出するこ
と。
※決算報告書・会計ノートに「不備
無し」とSACから連絡が入り次第実
施すること

03
支援金支出時に発行される証憑書
類（領収証・納品書・請求書）を
会計ノートに添付する。

注意事項
やむを得ず決算報告期限以降に支援金の使用をする場合は事前にSACへご相談ください。但し、下記二点を事前に検討した上で相談ください。
①決算が3月4日（土）までに終了するよう企画実施日を前倒しできないか調整ください。
②上記①が企画の実施で難しい場合、先にすべての出金手続きを済ませ、期日である3月4日（土）までにSACへ決算報告書・会計ノート・戻し入　
れができないか検討してください。 16



募集説明会

7月23日 
or 7月29日

応募期間
（一次審査）

二次審査
プレゼンテーション

9月5日
or 9月6日

採択説明会

9月28日

活動期間



月間活動報告の提
出あり（毎月）

３月4日

年間スケジュール

決算報告・
活動報告書
提出

7月25日
～8月10日

10月1日
～3月31日
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0463-50-2504
project-kakari@tsc.u-tokai.ac.jp




東海大学
スチューデントアチーブメントセンター

学生担当

https://www.u-tokai.ac.jp/campus-life/challenge/

問い合わせ
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